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ゆ
か
り
の
絵
画
編

　

今
回
は
、
菊き

く

田た

伊い

徳と
く

（
一
七
八
五
～
一
八
五
一
）

の
「
駱
駝
図
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
ラ
ク
ダ
は
日
本
の
人
々
を

熱
狂
さ
せ
た
舶
来
動
物
で
し
た
。　
　

　

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
７
月
、
オ
ラ
ン
ダ

船
に
乗
っ
て
、
ア
ラ
ビ
ア
産
（
イ
ラ
ン
産
と
す
る

説
も
あ
る
）
の
雌
雄
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
が
長
崎

に
渡
来
し
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ク
ダ
は
、
そ
の
後

10
年
以
上
、
見
せ
物
と
し
て
江
戸
や
大
坂
を
は

じ
め
各
地
を
巡
り
、
大
変
な
評
判
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
ラ
ク
ダ
に
関
す
る
浮
世
絵
や

絵
入
り
版
本
の
ほ
か
、
ラ
ク
ダ
の
土
人
形
ま
で

売
り
出
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
一
大
ラ
ク
ダ

ブ
ー
ム
の
中
で
、
絵
師
た
ち
も
ラ
ク
ダ
の
写
生
画

を
制
作
し
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る「
駱
駝
図
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

本
図
は
、
無
地
の
背
景
に
、
向
か
い
合
う
２

頭
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
を
描
い
た
も
の
で
す
。
作

者
の
菊
田
伊
徳
は
、
仙
台
四
大
画
家
の
一
人
菊

田
伊い

洲し
ゅ
うの
い
と
こ
に
あ
た
り
、
仙
台
藩
の
お
抱

え
絵
師
と
し
て
、
１２
代
藩
主
伊
達
斉な

り

邦く
に

、
１３
代

藩
主
伊
達
慶よ

し

邦く
に

に
仕
え
た
人
物
で
す
。
落ら

っ

款か
ん

に

は
「
文
政
七
年
九
月
、
伊
徳
写
生
」
と
あ
り

第18回

江
戸
の
ラ
ク
ダ
ブ
ー
ム
と
リ
ア
ル
な
駱ら

く

駝だ

図ず

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
普
及
室
　
大
内 

直
輝

江
戸
の
一
大
ラ
ク
ダ
ブ
ー
ム

今
回
紹
介
し
た
作
品
は
仙
台
市
博

物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
収
蔵
資
料

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

「駱駝図」　菊田伊徳筆　文政7年（1824）　仙台市博物館蔵

リ
ア
ル
な
「
駱
駝
図
」

ど
う
輝
い
た
の
か
？

太い眉毛

脚にできた座りダコ

ま
す
。
こ
の
年
紀
が
、
文
政
七
年
８
月
か
ら
翌

春
に
か
け
て
行
わ
れ
た
江
戸
で
の
興
行
と
時
期

が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
伊
徳
は
江
戸
で
実
物
の

ラ
ク
ダ
を
見
物
し
、
本
図
を
制
作
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

本
図
の
描
写
は
精
緻
で
す
。
写
真
で
は
分
か

り
づ
ら
い
で
す
が
、
体
毛
は
毛
の
一
本
一
本
ま

で
細
か
く
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
体
毛
の

濃
さ
も
濃
淡
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
陰
影
を

つ
け
る
こ
と
で
、
立
体
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
い
眉
毛
や
脚
に
で
き
た
座
り
ダ
コ
な

ど
、
ラ
ク
ダ
の
体
の
特
徴
も
よ
く
捉
え
て
お
り
、

伊
徳
の
観
察
眼
の
鋭
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
な

か
な
か
に
リ
ア
ル
で
、
少
し
生
々
し
さ
す
ら
感
じ

る
作
品
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
絵
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
制
作

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
作
は
、
仙
台
伊
達

家
に
伝
来
し
た
も
の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

ラ
ク
ダ
ブ
ー
ム
の
中
で
、
見
せ
物
を
見
に
行
き

た
く
て
も
行
く
こ
と
が
難
し
い
藩
主
も
、
ラ
ク

ダ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
描
か
れ
た
も
の
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。
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仙
台
市
博
物
館
で
過
ご
す

ち
ょっと
特
別
な
時
間
。

今
だ
け
の
展
示
、季
節
の
イ
ベン
ト
、

新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト・・・

冬
も
楽
し
い
企
画
が
満
載
で
す
。

仙
台
市
博
物
館
で
過
ご
す

ち
ょっと
特
別
な
時
間
。

今
だ
け
の
展
示
、季
節
の
イ
ベン
ト
、

新
春
プ
レ
ゼ
ン
ト・・・

冬
も
楽
し
い
企
画
が
満
載
で
す
。

くわしくは、博物館
のホームページを
ご覧ください。


